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K 6272：9999  

 
著作権法により無断での複製、転載等は禁止されております。 

追補 1 のまえがき 

この JIS K 6272 の追補 1 は，産業標準化法に基づき，経済産業大臣が JIS K 6272:2003 を改正した内容

だけを示すものである。JIS K 6272:2003 は，この追補 1 の内容の改正がされ，JIS K 6272:9999 となる。 
 
 



 

著作権法により無断での複製、転載等は禁止されております。 

日本産業規格（案）       JIS 
 K 6272：9999 
 

ゴム－引張，曲げ及び圧縮試験機（定速）－仕様 
（追補 1） 

Rubber-Tensile, flexural and compression test equipment  
(constant rate of traverse)-Specification 

(Amendment 1) 
 

JIS K 6272:2003 を，次のように改正する。 
 
 

序文の第 1 段落を次に置き換える。 

この規格は，2019 年に発行された ISO 5893，Rubber and plastics test equipment－Tensile, flexural and 

compression types (constant rate of traverse)－Specification 及び 2020 年に発行された Amendment 1 を翻訳し，

技術的内容を変更して作成した日本産業規格である。ただし，追補（amendment）については，編集し，一

体とした。 

 

1.（適用範囲）の備考の対応国際規格を次に置き換える。 

備考 ISO 5893:2019，Rubber and plastics test equipment－Tensile，flexural and compression types (constant 

rate of traverse)－Specification 及び Amendment 1:2020 (MOD) 

 

5.3（試験片つかみ具）の第 2 段落の第 2 文中の“直径 25 mm，”を，“直径 25.5 mm，”に改める。 

 

附属書 1（JIS と対応する国際規格との対比表）の対比表の 1 行目の対応国際規格の番号を，次に置き換え

る。 

  ISO 5893:2019 及び Amendment 1:2020 
 




